
第10回リハビリテーション技術講習会を1月19日（土）に開催しました。今回のテーマは
『姿勢と歩行の神経メカニズムとニューロリハビリテーション』でした。

講師は、畿央大学ニューロリハビリテーション研究センター長の
森岡周先生でした。昨年も「慢性痛とニューロリハビリテーショ
ン」のテーマで講演していただきましたが、「もう一度お聞きした
い」「シリーズ化してほしい」など多くのご要望をいただきましたの
で、今年度もご講演をお願いしました。今回の講習会にも、理学
療法士・作業療法士等、リハビリテーション専門職を中心に135
名の申し込みがあり、先生の人気の高さがうかがえました。

【講習会の内容を一部ご紹介いたします】 姿勢制御に関連する感覚入力には、視覚
・前庭覚・体性感覚の3つがあり, 5, 6歳で
体性感覚優位となります(図1)。加齢と姿
勢バランスを片脚立位保持時間で調査し
たところ (図2), 一般的に28歳から低下し
始め, 60代ではそれまでの運動の経験に
よる影響と思われるばらつきがめだつも
のの, その後は一様に低下がすすみます
。また, 指先を軽く何かに触れることで姿
勢を保持できるという『Light Touch効果』（
図3）や, 認知課題の遂行によって注意を
別に向けることにより, 姿勢の安定性が促
されること等が, 紹介されました。
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歩行には, 意志的, 情動的, 自動的プロセス
があり, これらが連関してシステムを形成しま
す。歩行の再獲得には, 大脳皮質を介さずに
屈曲筋と伸展筋を活動させる脊髄が介在す
るニューロン群であるCPG（図4）を早期から
興奮させることが重要です。その際, ただ歩
かせるのではなく, 情動に働きかけたり, 歩行
動作を自由意思で行う（図5）, バーチャル・リ
アリティを利用してオプテイック・フロー（視対
象移動）を取り入れる（図6）等、歩行システム
に多方面から働きかけることで, 歩行の改善
が期待されます。

ご講演は, フラミンゴの片足立ちの話や公園で姿勢
バランスの調査をされていたころの話から始まり, 
姿勢と歩行の神経メカニズムについて、非常に内
容の濃いものでした。アンケートでの満足度は非常
に高く, また違うテーマも学びたいとの声が多く寄せ
られました。全国でのご講演やご研究で大変お忙し
い森岡先生ですが, 是非また水俣にお越しいただ
ければと思います。

講演の最後には, 「患者は遠くまで歩けること
を重要視している」, 「歩行時は平常状態より
も少し幸せな気分」という論文を紹介され（図
7）, 自由意思を尊重することや主体感を高め
ることの重要性を強調されました。そのため
に, 安心・安全を求めすぎるのではなく, 許容
していくことが大事であるとしめくくられました
。
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筋肉がないフラミンゴの足で、
片足立ちできるのはなぜ？


